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９
月
１
日
か
ら

予
約
開
始

壱
岐
島
荘

壱岐商業の発表再現衣装を着て観覧する神田さんと田中さん

地
元
の
漁
船
が

発
見
、
収
容

郷
土
研
究
部
門
プ
レ
大
会
実
施

第
37
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

美
し
い
音
色
が
魅
了

市
山
ゆ
う
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

2
4
0
0
発
が
夜
空
を
彩
る

壱
岐
の
島
の
祭
典
「
納
涼
花
火
大
会
」

再現衣装はなかなかの着心地
一支国博物館「弥生のファッション展」

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館

の
特
別
企
画
展
「
弥
生
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
」
が
来
月

23
日
ま
で
、
１
階
テ
ー
マ
展

示
室
で
開
か
れ
て
い
る
。

　
国
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
原
の
辻
遺
跡
の
復
元
整

備
に
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ

た
弥
生
の
再
現
衣
装
を
展

示
し
て
お
り
、
史
書
や
描
か

れ
た
資
料
に
基
づ
き
再
現

さ
れ
た
王
・
巫
女
・
渡
来
人

使
節
団
の
衣
装
な
ど
が
初

め
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
会

場
で
は
実
際
に
着
る
こ
と

が
出
来
る
再
現
衣
装
も
あ

る
。

　
島
を
巡
る
旅
が
最
近
気
に

入
っ
て
お
り
、
習
い
事
の
仲

間
と
二
人
で
12
日
か
ら
２
泊

３
日
の
日
程
で
、
山
口
県
光

市
か
ら
来
島
し
た
神
田
万
里

子
さ
ん
（
34
）
と
田
中
麻
貴

さ
ん
（
同
）
の
２
人
は
、「
再

現
衣
装
は
、
動
き
や
す
く
な

か
な
か
の
着
心
地
」
「
現
代

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
通
じ

る
デ
ザ
イ
ン
で
、
布
の
素
材

も
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
と
、

試
着
し
た
衣
装
の
感
想
を
話

し
た
。

　
ま
た
、
壱
岐
に
つ
い
て
２

人
は
「
意
外
と
大
き
く
て
環

境
が
良
さ
そ
う
で
住
み
や
す

い
の
で
は
。
食
事
も
お
い
し

か
っ
た
し
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

体
験
も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

来
た
い
で
す
ね
」
な
ど
と
話

し
た
。

　
郷
ノ
浦
町
大
原
触
出
身
で
、

東
邦
音
楽
大
学
、
同
短
大
の
教

授
で
も
あ
る
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の

市
山
惠
一
氏
の
二
女
で
フ

ル
ー
テ
ィ
ス
ト
の
市
山
ゆ

う
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

10
日
夜
、
一
支
国
博
物
館
・

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
市
山

さ
ん
が
演
奏
曲
目
の
解
説

を
し
な
が
ら
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
や
エ
ル
ガ
ー
、
日
本
歌

曲
の
メ
ド
レ
ー
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
フ

ル
ー
ト
の
美
し
い
音
色
に

乗
せ
て
披
露
さ
れ
、
郷
ノ

浦
町
、
菊
田
紀
子
・
光
紀

母
娘
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
、
独

奏
（
光
紀
さ
ん
）
が
彩
を
添
え
、

会
場
い
っ
ぱ
い
の
聴
衆
を
魅
了

し
た
。

　
８
日
、
郷
ノ
浦
町
、
大
久
保

漁
港
沖
で
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
た
郷
ノ
浦
町
漁
協
所
属
、
漁

船
・
好
栄
丸
（
４
・
９
㌧
）
の

船
長
・
札
元
三
好
さ
ん
（
77
）

は
、
９
日
午
前
７
時
５
分
頃
、

同
町
厚
埼
西
側
海
岸
の
岩
場
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
状
態
で
、
捜

索
中
の
地
元
漁
船
が
発
見
し
収

容
し
た
。

　
壱
岐
海
上
保
安
署
に
よ
る

と
、
死
因
は
溺
死
と
見
ら
れ
て

い
る
。

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
６
日
～
20
日　

届
け
出
分
）

◎
忌
明
寄
付

（
敬
称
略
）

◎
工
事
入
札

▽
ド
ン
ド
ン
川
通
常
砂
防
＝

１
６
０
、
４
７
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
目
良
組

▽
勝
本
港
自
主
統
合
補
助

（
地
質
調
査
委
託
）
＝
４
、

９
５
０
、
０
０
０
円
・
基
礎
地

盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）
長

崎
支
店

▽
主
要
地
方
道
郷
ノ
浦
沼
津

勝
本
線
道
路
改
良
（
箱
型
函

渠
詳
細
設
計
委
託
）
＝
３
、

０
３
０
、０
０
０
円
・
（
株
）
実

光
測
量
設
計

▽
主
要
地
方
道
勝
本
石
田
線
橋

梁
補
修
（
調
査
設
計
委
託
）
＝

２
、２
５
０
、０
０
０
円
・
（
株
）

工
藤
測
量
設
計

▽
一
般
国
道
３
８
２
号
他
道
路

台
帳
補
正
委
託
（
単
価
契
約
）・

（
株
）
壱
岐
測
量
設
計

▽
刈
田
院
地
区
ほ
場
整
備
（
そ

の
６
）
＝
５
２
、０
５
６
、０

０
０
円
・
（
株
）
宮
坂
組

▽
一
般
県
道
初
瀬
印
通
寺
線

外
１
線
道
路
災
害
防
除
＝
３
、

０
７
１
、０
０
０
円
・
（
有
）
豊

永
建
設

　
第
37
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
「
し
お
か
ぜ
総
文
祭
」

は
来
年
夏
、
本
市
な
ど
県
内
15

市
町
で
開
か
れ
る
が
、
本
市
が

担
当
す
る
郷
土
部
門
の
プ
レ
大

会
が
17
日
と
18
日
の
両
日
、
郷

ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で

開
か
れ
た
。

　
初
日
は
同
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー

ル
で
、
元
横
浜
英
和
女
学
院
・

教
諭
の
小
宮
ま
ゆ
み
さ
ん
が

「
地
域
史
研
究
の
す
す
め
～
高

　
勝
本
町
・
湯
ノ
本
湾
を
一
望

す
る
改
装
工
事
中
の
市
国
民
宿

舎
・
壱
岐
島
荘
が
11
月
１
日
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

運
び
と
な
り
、
来
月
１
日
か
ら

宿
泊
な
ど
予
約
の
受
け
付
け
を

開
始
す
る
。

　
窓
口
予
約
は
、
サ
ン
ド
ー
ム

壱
岐
内
の
仮
事
務
所
で
午
前
８

時
半
か
ら
先
着
順
番
号
札
を
配

り
、
９
時
か
ら
札
の
番
号
順
に

▽
勝
本
町
立
石
仲
触
、
浦
富
純

治
（
亡
父
守
）
・
市
社
協
勝
本

事
業
所
、
立
石
仲
触
公
民
館
へ

▽
勝
本
町
布
気
触
、
橋
川
浩
二

（
亡
母
秀
子
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
布
気
触
公
民
館
、
布
気

三
和
会
へ

▽
勝
本
町
本
宮
東
触
、
林
田
武

儀
（
亡
母
久
江
）
・
市
社
協
勝

本
事
業
所
、
本
宮
東
触
公
民

館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
勝
本
町
北
触
、
松
本
安
正
（
亡

父
義
助
）
・
市
社
協
勝
本
事
業

所
、
新
城
西
触
公
民
館
、
同
老

人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
芦
辺
浦
、
松
原
忠
孝

（
亡
叔
母
西
セ
ツ
子
）・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
芦
辺
浦
会
、
芦

辺
平
和
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
本
村
触
、
白

川
キ
ヌ
ヨ
（
亡
夫
治
幸
）
・
市

社
協
芦
辺
事
業
所
、
中
野
郷
本

村
公
民
館
、
中
野
郷
西
部
老
人

ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
南
触
、
吉
田
勝

家
（
亡
母
ヨ
シ
子
）
市
社
協
芦

辺
事
業
所
、
諸
吉
内
海
公
民

館
、
諸
吉
南
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
二
亦
触
、
中
野

正
満
（
亡
母
江
美
子
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
、
諸
吉
二
亦
公

民
館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
住
吉
前
触
、
松
田
正

（
亡
母
ミ
ツ
）・
市
社
協
芦
辺
事

業
所
、
住
吉
前
公
民
館
、
住
吉

地
区
社
協
、
市
立
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ

▽
芦
辺
町
芦
辺
浦
、
今
西
進
（
亡

妻
愛
子
）
・
市
社
協
芦
辺
事
業

所
、
芦
辺
浦
会
、
芦
辺
安
泊
仲

町
町
内
会
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
東
触
、
池
内
一

豊
（
亡
母
タ
ツ
子
）
・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
諸
吉
山
王
公
民

館
、
諸
吉
大
石
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
南
触
、
岡
田
拓

郎
（
亡
父
寛
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
諸
吉
須
気
公
民
館
、

諸
吉
南
老
人
ク
ラ
ブ
、
芦
辺
町

黎
明
会
へ

▽
芦
辺
町
箱
崎
釘
ノ
尾
触
、
加

藤
忠
宏
（
亡
父
政
治
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
、
箱
崎
釘
ノ
尾

公
民
館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
藤
井
咲
羽
（
さ
わ
）
ち
ゃ
ん

／
恭
介
・
渡
良
西
触

▽
大
﨑
義
仁
（
よ
し
ひ
と
）
ち
ゃ

ん
／
正
義
・
本
村
触

▽
平
川
楽
（
が
く
）
ち
ゃ
ん
／

直
樹
・
田
中
触

【
勝
本
町
】

▽
渡
野
巴
月
（
は
づ
き
）
ち
ゃ

ん
・
睦
基
（
む
つ
き
）
ち
ゃ
ん

／
浩
司
・
片
山
触

【
芦
辺
町
】

▽
山
本
詩
希
子
（
し
き
こ
）
ち
ゃ

ん
／
啓
介
・
芦
辺
浦

▽
今
西
栞
子
（
か
こ
）
ち
ゃ
ん
・

／
健
剛
・
瀬
戸
浦

【
石
田
町
】

▽
岩
本
真
綾
（
ま
あ
や
）
ち
ゃ

ん
／
恭
平
・
池
田
東
触

▽
山
口
笑
舞
（
え
ま
）
ち
ゃ
ん

／
翼
・
筒
城
西
触

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
小
田
口
シ
ゲ
ノ
さ
ん
（
78
）

坪
触

▽
竹
原
つ
た
え
さ
ん
（
39
）
片

原
触

▽
山
内
金
続
さ
ん
（
65
）
志
原

西
触

▽
納
冨
敬
蔵
さ
ん
（
40
）
永
田

触▽
塚
元
勝
さ
ん
（
92
）
郷
ノ
浦

▽
札
元
三
好
さ
ん
（
77
）
初
山

西
触

▽
辻
川
俊
松
さ
ん
（
91
）
庄
触

▽
尾
川
政
清
さ
ん
（
74
）
釘
山

触▽
野
本
政
土
郎
さ
ん
（
93
）
志

原
南
触

▽
山
本
春
弘
さ
ん
（
70
）
初
山

東
触

▽
山
口
好
孝
さ
ん
（
61
）
長
峰

東
触

【
勝
本
町
】

▽
中
上
貢
さ
ん
（
86
）
仲
触

▽
品
川
政
子
さ
ん
（
88
）
新
城

東
触

▽
中
田
正
人
さ
ん
（
80
）
大
久

保
触

▽
小
畑
マ
ツ
エ
さ
ん
（
88
）
勝

本
浦

【
芦
辺
町
】

▽
植
村
實
さ
ん
（
86
）
中
野
郷

仲
触

▽
重
井
千
秋
さ
ん
（
87
）
諸
吉

二
亦
触

▽
洲
﨑
弘
さ
ん
（
76
）
諸
吉
本

村
触

▽
川
村
ツ
ネ
子
さ
ん
（
85
）
箱

崎
大
左
右
触

【
石
田
町
】

▽
辻
田
マ
ツ
子
さ
ん
（
96
）
池

田
西
触

▽
平
田
ヨ
シ
さ
ん
（
90
）
印
通

寺
浦

校
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～
」

と
題
し
て
講
演
。
続
い
て
研
究

発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
発
表
で
は
▽
壱
岐
・
壱
岐
の

倭
寇
と
貿
易
の
関
連
性
に
つ
い

て
～
貿
易
か
ら
見
え
て
く
る
郷

土
の
歴
史
～
▽
壱
岐
商
業
・
壱

岐
の
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
▽
長
崎

東
・
軍
艦
島
に
つ
い
て
の
テ
ー

マ
で
研
究
の
成
果
を
15
分
ず
つ

発
表
、
パ
ネ
ル
発
表
の
後
、
小

宮
さ
ん
か
ら
、
本
大
会
に
向
け

て
地
元
の
研
究
発
表
の
指
針
や

レ
ベ
ル
向
上
、
今
後
の
活
動
の

参
考
と
す
べ
き
講
評
、
指
導
が

あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　
２
日
目
は
原
の
辻
遺
跡
、

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

市
立
一
支
国
博
物
館
、
掛
木
・

双
六
・
鬼
の
窟
の
３
古
墳
、

月
読
・
住
吉
の
両
神
社
を
巡

る
「
巡
検
ガ
イ
ド
研
修
」
が

実
施
さ
れ
た
。

　
本
大
会
は
来
年
７
月
31
日
に

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
総
合
開
会
式
は
長
崎
市
、

県
立
総
合
体
育
館
。

受
け
付
け
る
。
ま
た
、
電
話
予

約
は
午
後
1
時
か
ら
受
け
付
け

を
始
め
る
。

　
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ

な
ど
詳
し
く
は
仮
事
務
所

（
電
話
０
９
２
０
―
４
３
―

０
１
２
４
）
へ
。

　
お
盆
期
間
最
終
の
16
日
、
毎

年
盛
大
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
勝
本
港
の
納
涼
花
火
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
を
待
ち

わ
び
た
多
く
の
観
覧
者
で
港
周

辺
は
渋
滞
す
る
も
、
こ
れ
ま
た

夏
の
風
物
詩
の
一
つ
。

　
勝
本
漁
協
側
か
ら
打
ち
上
が

る
花
火
や
仕
掛
け
花
火
、
水
中

花
火
と
、
種
類
も
豪
華
絢
爛
。

　
花
火
は
20
時
に
打
ち
上
が

り
、
21
時
ま
で
の
約
１
時
間
で
、

今
年
の
花
火
本
数
は
２
４
０
０

発
と
、
昨
年
の
２
２
０
０
発
に

比
べ
て
２
０
０
発
増
え
、
見
応

え
も
充
分
で
あ
っ
た
。


